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研究成果の概要（和文）：本研究では、地方の工業高校卒業者に対するインタビュー調査から、高校工業教育と
初期キャリア形成の関連を明らかにした。職業的な知識・スキルの部分では、工業高校での学習経験と職業経験
の間には接続性が実感されることは少なく、むしろ学校や教師が接続を強調することに対して、生徒や卒業生は
それへの疑念を抱くようになっていた。さらに、地方の高卒就職者らによる職業生活や家庭生活のリアリティを
検討し、地域労働市場の状況や地元に流通する情報やライフスタイルを彼ら自身が解釈しながら地域的な（ロー
カルな）キャリア形成の過程を経験していることを明らかにした。これらの知見から高校職業教育をめぐる示唆
と課題を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, the relationship between vocational education and the 
graduates’ early career development was clarified through the interview research for the graduates 
from a provincial technical high school. In the area of occupational knowledge and skills, there was
 little perceived connectivity between what they learned at the high school and work experiences, 
and rather, students and graduates began to question the emphasis schools and teachers place on 
connectivity. In addition, through the analyses of reality of work and family lives by the research 
participants, it was found that they experienced the process of regional (local) life career 
formation by interpreting the situation of the local labor market and the information and lifestyle 
circulating in the local area. From these knowledge, suggestion and issues on the high school 
vocational education were indicated.

研究分野： 教育社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の理論的な成果として、１）教育と職業の「接続」を強調することで逆に「断絶」を意識させる余地を生
む「職業教育のパラドックス」と、２）地域的なキャリア形成の特質を抽出するための「ローカリティ」概念を
明らかにした。実践的な成果として、卒業者らは、初期キャリア形成の過程において、職業教育における生徒指
導的な指導の意義や有効性を認識しており、教育実践上の指針として重要な論点であることを示唆した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 若者のキャリア問題が社会的な関心を集めた 2000 年代以降、教育学や教育社会学では「学
校から職業への移行」に関する研究が推進されてきた。若年労働市場の変容など社会構造的な
観点からの研究や、不安定な若者層の労働と生活の実態に迫る調査研究が蓄積された結果、現
在では教育システムと労働システム間の関係再編が学術的・政策的な論点となっている。これ
にかかわる有力な議論に「教育の職業的意義」回復論がある（本田由紀『教育の職業的意義』
筑摩書房、2009 年）。いわく、高校段階で生徒個人が何らかの職業的な「専門性」を獲得し、
それを拠り所として進路形成に向かえるよう職業教育を拡充し、専門高校を増やすべきだとい
う。この議論の特徴は、学校での学習と卒業後のキャリア形成との連続性を強く前提している
点である。 
しかし、この前提には十分な根拠があるとはいいがたい。高校職業教育と、卒業者（とりわ

け就職者）によるキャリア形成との関連についての検証が、十分に蓄積されていないからであ
る。職業選抜の実態として、たしかに専門高校での学習や生活は就職とリンクしていることが
実証的に明らかにされているし（苅谷剛彦『学校・職業・選抜の社会学』東京大学出版会、1991
年など）、学校でのパフォーマンスは給与や昇進と当然関連している。しかしながら、具体的な
学校経験が卒業後の職業生活にどのように結びついているのか、たとえば、どのような学習内
容がどのような仕事に役立ったのかといった質的な関連は十分に検証されていない。つまり、
職業教育の拡充を主張するための決定的な知見が不足している状況といってよいだろう。 
さらに、職業教育に対する卒業者自身の評価を理解するうえで重要なのは、それが「地域」

という文脈のなかで形成される側面である。学校経験に対する卒業者自身の評価も、地域のな
かで形成されるローカルな認識といえよう。ノンエリート若者に着目した最近のキャリア研究
は、大都市の状況を無自覚に前提視し、大都市の進路多様校や専門高校が抱える問題を過剰に
一般化する傾向にあり、高卒就職者の多様性を把握するうえでも、地域的な特質とかれらのキ
ャリア形成との関連に焦点を当てる必要があろう。 
こうした問題意識のもと、本研究では、工業高校を中心とした専門高校卒業者による初期キ

ャリア形成の実態と、個々人の職業経験に応じた高校職業教育への評価の実態を明らかにする
必要があると考え、以下の研究目的および研究課題を設定した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、先行研究の検討と、ある地方都市の工業高校卒業者に対するインタビュー調査

から、かれらの学校経験と初期キャリア形成との関連を明らかにし、高校職業教育の機能を検
証することを目的とした。具体的には下記の研究課題に取り組むことで、専門高校・職業教育
の現代的な課題と可能性を明らかにしようとした。 

 
第 1 に、地方都市における工業高校卒業者の初期キャリアパターンを詳細に把握し、類型化す
る。 
第 2 に、学習経験を中心に、高校生活と卒業後の職業生活の関連性（接続／断絶）を検討する。 
第 3 に、以上の作業をふまえつつ、「地域」における工業高校の機能を、卒業者自身の認識や
評価から検証する。 
 
３．研究の方法 
 まず先行研究の検討として、今日の高校職業教育と深く関連するキャリア教育について、子
ども・若者と労働や職業生活との関係再編という視点から、社会史的な考察を行った。この作
業を通じて、現代の高卒就職者が置かれたキャリア形成環境の特質を「大人」像の再編という
新しい視点から明らかにし、今日の若者のキャリア支援に必要な視座を得ることを目指した。 
そのうえで、以前申請者が工業高校フィールドワークを行った地方都市を中心的な調査地域

として、工業高校卒業者（卒業後 4～5 年目、22～23 歳）を中心としながら、その他高卒就職
者を輩出する専門高校卒業者などにも協力を得て、インタビュー調査を実施した。調査結果を
もとに工業高校卒業者のキャリアパターンの類型化を試みるとともに、高校生活と初期キャリ
ア形成の関連性に関する語りに焦点を当てた分析を行った。 
調査の結果、中心的な分析対象となった調査協力者のキャリアパターンは、表１のとおりで

ある。 
 
４．研究成果 
 若者のキャリア形成支援をめぐる従来の研究動向と政策動向について、2010 年前後から新し
いキャリア教育論（権利論的キャリア教育論）が活性化していることに着目して、学校から職
業への移行（トランジション）問題を検討した。その結果、現在の若者のキャリア形成をめぐ
る社会的なまなざしが、職業的・社会的に自立した個人像を若者に過剰に要請している側面を
明らかにした。新しいキャリア教育論はそうした要請を相対化する重要な契機として重要であ
るが、同様の論理をはらみもつ点に限界もある。これらをふまえたうえで、若者のキャリア形
成をとらえる視点として市場や制度、組織への依存なしでは成立しえない「大人」像を本研究
では仮説的に提示した。換言すれば、そうした「大人」としての生き方・働き方を展望し実現
することを、キャリア形成のプロセスとしてとらえる認識の可能性を示唆した。 



こうした背景的考察をふまえ、工業高校卒業者などの学校経験と初期キャリアに関するイン
タビュー調査を実施し、高卒後のキャリアパターンの類型化を試みるとともに、インタビュー
結果の分析を行った。とくにインタビュー結果の分析から以下の諸点が明らかになった。 
 第 1 に、多くの調査協力者の経験と認識に依拠した場合、工業高校での学習経験と職業生活
の関連について、職業的な知識・スキルの部分では接続性が実感されることはかなり少なかっ
た。しかし、とくに男性卒業者の場合には、学校で経験した教師らからの生徒指導の内容に、
職業上の有用性を認識したり語ったりすることが多かった。この調査結果は、工業高校におけ
る職業的な知識・スキルの教育・指導が無意味であることを意味しないが、その意義が卒業者
に実感されることは困難であることを示唆している。他方で、特定の職務や職場を想定して行
われる工業高校の生徒指導（尾川満宏「トランジションをめぐる『現場の教授学』」『子ども社
会研究』17、pp.3-16、2012 年）の内容は、職業生活の他の重要な部分、すなわち同僚（先輩
社員や後輩社員）とのコミュニケーションや、顧客対応の場面などで重要性が感じられていた。
コミュニケーション能力の向上は、キャリア教育政策のなかでもそう説明されているように、
一般的には「基礎的・汎用的能力」として重要視されるむきがある（中央教育審議会「今後の
学校における職業教育・キャリア教育について（答申）」、2011 年）。しかし、本研究がインタ
ビュー調査から示唆したのは、非汎用的で限定的な内容であっても、具体的な職務や作業の文
脈における行動様式・認識様式の指導において、教育の職業的意義が発揮されやすい（認識さ
れやすい）可能性である。 
 第 2 に、知識やスキルについて、学校や教師が職業教育と職業の接続を強調することは、し
かしながら逆説的に、生徒や卒業生にとって接続性への疑念を生じさせる余地を生んでいた。
男性の場合は、学校で専門的に学んだ内容を活かせると考えられている職種においてさえ、学
校での学習内容の有用性は、あまり語られることはなかった。さらに女性の場合では、日々の
授業等をとおして工業教育の「男性的」な側面を学習するにつれ、学校経験が自身の職業キャ
リアと断絶したものとみなすようになり、最終的に職業選択の場面において工業系職種を回避
する事例が観察された。このような生徒や卒業生の経験が意味していることは、「教育の職業的
意義」の強調がもたらす職業教育のパラドックスであろう。 
 第 3に、地方高卒就職者の地域的な（ローカルな）キャリア形成をとらえる視角を検討した。
具体的には「ローカリティ」の概念に着目し、社会学・人文地理学・文化人類学等の架橋を試
みつつ理論的に検討したうえで、インタビュー調査の分析に適用した。その結果、地域特性が
個人のキャリアを規定する側面のみならず、個人の職業・地域・家庭での生活経験そのものが、
各自のキャリアをローカル化する側面を明らかにした。それは、地域労働市場の状況や地元の
人びとの間で流通する情報やライフスタイルを彼ら自身が解釈し、自らの経験と結びつけて語
り、また他者の経験を解釈する過程において示された。 
 以上の調査結果を総合し、高校職業教育の課題と可能性について考察すると、卒業者の認識
にもとづけば、工業高校など専門高校における職業教育は、知識・スキルの面で職務と直接関
連することよりも、生徒指導を通じた行動様式・認識様式の面で職業生活に対してレリバント
だと考えられていた。やや拡大解釈すれば、彼らが働く地域労働市場のなかで、高校工業教育
の意義は、知識・スキルを教授・指導するなかでの生徒指導的な機能において評価されている。
さらに、高卒後のキャリア形成は、職務内容にもとづく職業選択や転職行動よりも、地域労働
市場や地域的なライフスタイルに関して「地元」に流通する公式、非公式な情報にもとづいて

表１ 調査協力者の概要 

4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月

1 タカシ 男 電子機械 3 4 あり 製造工場（正）

2 ヒロ 男 電気 5 4 あり 電気工事（正）

3 マエダ 男 電気 5 5 あり 電力会社（正）

4 リュウ 男 電気 2 2 あり 電気工事（正）

5 ヒガシ 男 電気 3 3 なし 配管工事（正） 配管工事（非） 配管工事（正）

6 カクタ 男 電子 3 2 なし 通信工事（正）船舶無線 通信工事（正）防災無線

7 モトヒロ 男 電気 4 5 なし 介護施設（正）

8 ダイ 男 電気 2 5 あり 電気工事（正） （フリーター） 半導体工場（正）

9 タカ 男 電子機械 2 1 なし 土木建築（正） タイヤ屋（正） 土木工事（正） （手術休養） 土木工事（正）自動車解体（正） （不明）

10 ジュン 男 電子機械 4 2 なし 地元専門学校在学 国家公務員（労働基準監督署） （職業安定所）

11 ショウ 男 情報技術 4.5 5 あり 地元国立大学在学 留年1回目 留年2回目
ハンバーガー店（非）

通信講座 動物病院(非）
たこ焼き店（非）

エステサロン営業・施術（正) ドラッグストア（非）
居酒屋（非） （結婚）

名前
（仮）

専門
関連

進路
満足

高３
成績

出身
学科

性別
卒業後1年目の状況 卒業後2年目の状況 卒業後3年目の状況 卒業後4年目の状況 卒業後5年目の状況

なし12 サキ 女 建築 3 2

ナミ13 なし41繊維女 （出産、育児・家事）
 

注）インタビュー時に記入してもらった「キャリアシート」より。「高 3 成績」「進路満足」の数値は 5 段
階自己評価。網掛け：正規雇用、薄網掛け：非正規雇用、濃網掛け：在学中、背景無：不明
または無職の期間を指す。 



行われていた。それは文化人類学のアパデュライが示すような、ローカルな目的と論理に照ら
して合理的な（『さまよえる近代』平凡社、2004 年）、ライフキャリアの形成といいうるものだ
った。 
以上より、ある地方の工業高校卒業者を中心とした高卒就職者の経験と認識に着目した本研

究では、地域における高校職業教育の意義を、職務内容の理解や高度化への対応というより職
場や地域労働市場での働き方・生き方を学ぶ点に見出した。また、彼らの卒業後のキャリア形
成は、職務内容などによるワークキャリアよりも、「地元」に流通しているライフスタイルなど
を参照しながら形成するライフキャリアが重要である点が示唆された。 
本研究では、高卒者のいわば主観的なレベルでの「教育の職業的意義」に焦点化し、また「地

元」への残留層を主な協力者として調査を実施した。そうした限定によって上記諸点の知見が
得られたが、高校職業教育の全体像を論じるうえでは小さくない限界がある。今後はそれらの
課題を克服するとともに、より個別的なトピックに関するインテンシブな調査研究を進める必
要がある。 
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